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金沢大学経済諭集第35巻第1号2015.1

写真7．マラヤ大学国際学生センター

I

一
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マラヤ大学では国際学生センターの担当者の方々と，同大学と金沢大学の

学生の交換留学等について意見を交換した。マラヤ大学では交流協定にもと

づく交換留学生の受け入れのほかに，マレーシア国内におけるインターン

シップ・プログラム(通常6ヶ月)や，週末を利用して2泊程度のホームステ

イ・プログラムなども提供されている。一方，マレー語の学習については，

交換留学制度によって提供されているプログラムや授業はないものの，別個

に授業料を支払えば受講できる講座はあるとの事だった。本学国際学類アジ

アコースでは東南アジア各国への留学を希望する学生が増加傾向にあり，

2012年度にはマラヤ大学への留学生も誰出しているため，同大学との交流は

今後ますます発展することになるだろう。

(2)佐藤工業クアラルンプール営業所(SatoKogyo(M)Sdn･Bhd.）

訪問日時:2013年3月5日15;00～l6:30

訪問場所:405,Level4,Uptown2,No.2,JalanSS21/37,DamansaraUptown

47400PetalingJaya,SelangorDarulEhSan,Malaysia

応対者：五十嵐正雄(営業所長:ManagingDirectol･)

古賀成(Manager,FinanceandAccounting)
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東i櫛アジア・台湾におけるu系企業等への訪IMI記録（弁納・古泉）

写真8．佐藤工業クアラルンプール営業所入口
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佐藤工業クアラルンプール営業所では，代表である五十嵐氏及び古賀氏と

面会し，同社マレーシア事務所の設立(1971年)以来の業務内容についての説

明を受けた。かつて同社の受注業務の大半は日系企業からのもので，工場の建設

等が主な内容だったが，近年ではマレーシア国内におけるボルネオ島の天然ガス

貯蔵施設といった，資源関係のインフラ整術などの事業にも参加している。但し

現地における大規模事業は落札することが容易ではなく，また様々な不確定

要素が影響するため，落札後も契約どおりに股行することは日本に比べて難

しいとの事である。なおマレーシアでは外資100パーセントの企業を設立するこ

とができないため，同社の資本金の一部は現地に在住する方に出資して頂いてい

るとのことだった。さらに両名からは長時間にわたり，マレーシアにおける日本

人の子女教育といった日常生活などについても具体的な話を聞くことができた。

b.ジョホールバル

(1)北陸電気工業(Hokuden(Malaysia)Sdn.Bhd.)

訪問日時:2014年3月7日9:40～1O;40

訪問場所:PTB1ll,244-250,JalanTunMutalib3,81440Bandar'Ibnggara,

Johor,Malaysia

応対者：若林昭直(ManagingDirector)

島田和宏(GeneralManager/QAManager)
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金沢大学経済諭架第35巻第1号2015.1

写真9．北陸電気工業入口

北陸電気工業ジョホールバルエ場では代表である若林氏および島田氏と面

会し，工場の操業や現況についての説明を受けたほか，内部を見学させて頂

いた。同工場では電気製品の基盤などを製造しており，現在の従業員は，労

働者についてはその過半が工場周辺に住むマレー系住民で占められており，

インド系の従業員はごく少数に過ぎない。一方で労働者を管理する役割を

担っている従業員は，むしろ華人が多いとの事である。なお日本人の駐在員

はごく少数しかおらず，みなジョホールバルの中心部に住んで車で通勤して

いるそうである。

(2)東邦ゴム('IbhoPrecision(M)Sdn.Bhd.)

訪問日時:2014年3月7日11:30～12:30

訪問場所:3niFloor,MatangBldg.,83A,JalanLangkasuka,KawasanPerindustrian

Larkin,80350JohorBahru,Johor,Malaysia

応対者：王清漢(GeneralManager)

山本真伍(AssistantManager)金沢大学国際学類卒業
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東南アジア・台湾におけるu系企業等への訪問記録（弁納・古泉）

写真10.東邦ゴム入口

東邦ゴムエ業のジョホールバルエ場では，福建系華人で東京農工大学の卒

業生である代表の王氏と，国際学類1期生(国際社会コース・梶川ゼミ出身）

の山本氏と面会した。同工場ではコピー機などに用いられるローラー部品を

製造しており，従業員はその殆どがマレー系住民で占められている。日本人

従業員は山本氏のみで，華人は王氏を含め2名のみしかいない。山本氏は本

社勤務8ヶ月後に突然転勤を申し渡されたそうだが，張り切って業務に取り

組んでいた。クライアントとの会話は主に英語を用いているそうである。ま

たジョホールバルで生活するには車が不可欠なので，日本の免許証を現地で

諜き換えたとのこと。休日はゴルフや現地在住日本人とのスポーツ活動に参

加し、多忙ながらも充実した生活を満喫している様子だった。

Ⅲ台湾（1台湾ドル＝3.36円）

華者の弁納にとって，台湾訪問は13年ぶりのことであり，かつて嘉義には

訪問したことはあったが，台南を訪IM1したのは初めてのことだった。

（1）中央研究院学術活動中心(台北市南港区研究院路2段130号）

台湾では，3月8日から中央研究院学術活動中心(中心はセンターの意味。

写真11を参照)に4泊した(1泊につき，シングルが1,550NT$,ツインが
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金沢大学経済諭災第35巻第1号2015.1

1,700NT$｡NT$は新台湾ドルのことである。なお，これは中央研究院研究員

の紹介による内部料金)。また，同センター内の地下1階には書店(専門書・

学術書のみ)の他に数台の卓球台とコインランドリーがある(洗剤l袋lONT$,

洗濯lONT$,乾燥lONT$)。

写真11．中央研究院学術活動中心正面

一面一言惹冠一言嵩

旦
碓
型

I

中央研究院にとって最寄りの地下鉄の駅は板南線始発駅である南港展覧館

姑で，中央研究院からはバスで約10分を要する(4つ目のバス停,15NT$)｡

3月9日(日)19:00より，中央研究院近代史研究所の研究員である張啓雄･陳慈

玉の両氏と中央研究院学術活動中心内の中華レストラン(その他に，西洋レ

ストラン．喫茶店・ハンバーガー店も併設している）にて会食をし，台湾社

会．学術などの多方面にわたって‘|間報交換を行った。なお，中央研究院の敷

地内には郵便局とコンビニ(その2階はスーパーマーケットになっている)が

ある。

また，3月8日は桃園国際機場(国際空港)から中央研究院まではタクシー

で1,500NT$余りを要したが，帰国日の3月12日にはタクシーで中央研究院か

ら捷運(地下鉄)の南港展覧館姑まで行き，そこからリムジンバスで桃園国際

機場へ行った(ll5NT$)。
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東南アジア・台湾におけるLI系企業等への訪|H1記録（弁納・古泉）

（2）台南

3月9日(日)早朝，台北駅で高速鉄道の切符をI職入するために，販売窓口に

並んでいると，我々の前に東南アジアから来たと思われる若い労側者を連れ

た台湾人がいたが，その若者が順番待ちの停止線を超えて歩き出したところ，

その同伴者が制止して停止線で待つようにマナーを教えていた。

高速鉄道(新幹線)にて台北姑より9:00に出発し,10:24に嘉義姑に到着し

(単程票1,180NT$),タクシー(計程車)にて戦時中に技師の八田与-(金沢市

生れ)が建設した烏山頭水庫(写真12を参照),八田与一記念館(写真13を参照）

などを参観した。徳光氏に聞いた話では，八田与一が終戦間際に死去し，そ

の妻が終戦直後に烏山頭水庫に身を投げて亡くなり，残された子供たちは長

兄(八田与一は次男だった)に引き取られて名古屋へ行ったという。

写真12．烏山頭水庫

一
一

写真13．八田与一記念公園入口
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東南アジア・台湾における日系企業等への訪問記録（弁納・古泉）

（3）台湾索尼股扮有限公司(台北市中山区長春路145号5楼）

台湾ソニーが入居しているビルの1階の受付で誰何され，台湾ソニーの事

務所とアポを取っていることを告げると，ソニーの現地社員らしき女性が受

付のところまで迎えに来てくれて，我々をビルの上層階(5階～8階)にある

台湾ソニーの事務所まで案内してくれた(写真16を参照)。

写真16．台湾ソニーが入っているビルの1階の受付

当日は，董事長兼総経理の荒牧直樹氏と公共関係萱策略規画部門協理兼董

事長特別助理の野上靖博氏に応対していただいた。両氏の話によれば，すで

に数多く企業訪問を受け入れており，将来，金沢大学の学生が当該企業を訪

問することも歓迎する旨の御快諾を得た。

(4)JTB台湾・世帝喜旅行社股扮有限公司(台北市中山北路2段60号東南

大楼10楼）

董事長の前土井智克氏から4月から董事長を引き継ぐことになっている林

田充氏の名刺をいただいたが，林田氏はちょうど日本へ一時帰国していて直

接お会いすることはできなかった。

同事務所内には女性従業員が多かった。その中には，現地採用の日本人女

性も1人いるとのことだった。
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